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1 19

毎月の通信に利用者様全体的な写真（誕生日月
の方は、別にA４判１枚に御本人だけの写真掲
載。）は掲載していたが、今のコロナ禍で面会もま
まならないという状況での家族様の気持ちを考え
ると、もっと自分の親の状態を知りたいとの思い
がある。

誕生日月だけでなく、個々にもっと写真の掲載を
増やして、家族様に親御さんの元気でいるという
状態を、目でも確認出来安心して頂ける様にす
る。

2 1・7

世間でも虐待についての報道が多々あるので、
あってはいけない事と職員全体に理解してもら
う。また、ホームの理念と虐待防止については、
連動しているので一緒に職員の意識向上を図り
たい。

ホームの理念については、分かっているかと思う
がその意味内容を自分の意識の中に取り込んで
もらえる様にする。また、その上で個々の理念も
確立してもらえればと思う。その理念に則って、何
が虐待になるか、虐待防止の為には自分はどう
すれば良いのか、を考えていける様意識付けし
たい。

3 33

入居されている利用者様が、年々高齢になってこ
られると同時に、重度化され終末期を迎えられる
のは、人間の摂理として当然の事ながら、若い職
員にとっては、不安な事がいっぱいあると思われ
る。

利用者様が必ず終末期を迎えるという事、それ
が不安、怖いものではなく、介護はその場面に携
われる尊い職業であるという前向きな姿勢になれ
る様に、不安な事を一つ一つ取り除いてあげた
い。

4

5

注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入して下さい。

注２）項目数が足りない場合は、行を追加して下さい。

【 目標達成計画 】　

各フロアの職員に日頃から、利用者様の写真を
多めに撮影してもらっておいて、通信作成者に毎
月の写真を全体+個々の写真で作成してもらい、
家族様に送付する。

今も毎月の会議で行っている身体拘束虐待防止
委員会からの呼びかけ提案と、年２回の全体内
部研修での勉強会を継続していく。現場におい
て、個々の職員の利用者様への関わり方に自分
だったらを考える一石を投じて、自分を振り返っ
てもらい、それを一つでも自分の理念に結び付け
られる様にして欲しい。

職員老いも若きも全体で、高齢者の方の身体の
仕組み、衰えの進行等の身体的な部分での勉強
も含めて、看取り内部研修を行っていく。また、
日々の利用者様の状態についても現場で指導し
ていく。

目標達成に向けた具体的な取り組み内容

個々の
年単位
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